


https://forms.gle/GUBSLDqahzTGqyBYA 

最先端の研究・最前線の保全活動をゲー
ム等にした、広大博物館監修の教材等を
活用して学習します。子どもたちの興味
関心を維持しながら、大学・大学院で学ぶ
ような深い内容を幅広く学びます。 

オオサンショウウオの生息地で調査を行
います。日中の調査で河川の環境等を把
握しながらトレーニングを詰み、冬季には
巣立ったばかり幼生を探し、経験を詰ん
だあとは夜間調査にも繰り出す予定です。 

一人ひとつ自分のペースで進める保全プ
ロジェクトを実施します。プレ事業では、T
シャツ作成、図鑑や漫画の執筆、河川環境
の改善案の作成等、様々な企画が始まっ
ており、定期的に発表会も開催します。 

オオサンショウウオ保全Jrクラブって？ 

【活動の背景と社会的意義】 
 オオサンショウウオは国の特別天然記念物であるにもかかわらず、多くの地域で 
消滅の危機にあります。生息地のほとんどは人口減少地域であり、保全団体のメン 
バーの減少で継続的な活動が難しくなっていることも消滅の大きな要因の一つとな 
っています。100年を生きるともいわれる本種の保全には、保全チーム自体も若い世 
代が継続的に参加し続ける仕組みが必要です。国宝と同じ位置づけにある特別天然 
記念物を我々の世代で失わせない、子どもたちの世代に残すために、 
いま動き始めることが必要です。 
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平日放課後（月2回程度） 休日（月1回程度） 年数回 

・保全学習（座学） 
・普及プロジェクトの計画 

河川（豊栄）での調査 
活動発表会 

観察会の企画運営 

【子どもの成長へ寄与】 
 社会で必要とされる「行動力」「課題発見能力」「問題解決能力」を養う機会は少なく、こうした力は
「実在する社会課題の解決に自ら取り組む」ことでしか伸ばすことができません。この活動では、幼少期
から社会課題に関わり、現場で解決へのアプローチを考え、必要な能力を身につけて、実現していきます。
そこで得られる達成感は、自ら進んで次のステップに進む原動力になると考えています。 

保全には生態系全体を守ることが必要。 
生態から保全事業まで総合的に学びます 

【オオサンショウウオ保全Jrクラブ 活動発表会＆参加希望者説明会申込フォーム】 

発表会及び説明会の内容 
【概要】 
 オオサンショウウオ保全Jrクラブは、令和6年12月より試行的に「プレ事業」として小中学生32名でスター
トしました。特別天然記念物オオサンショウウオの保全学習・調査・普及プロジェクトを小中高校生が自ら
行うクラブチームは全国にも例がなく、自ら考え行動する力を持ち、社会に貢献できる人材の育成を目指し
活動しています。令和7年4月からは新たに参加者を迎え、正式な事業としてスタートを切ります。 
【発表会】10:00～ 
 事業の概要を知っていただくため、プレ事業の内容を紹介します。プレ事業参加メンバーが進めている保
全事業（MYプロジェクト）についても自ら発表を行う予定としています。 
【説明会】※発表会が終わり次第～11:30 
 4月から始まる事業の参加希望者向けの説明会を行います。ご不明な点を伺う質疑応答の時間も十分に設
ける予定としております。フィールドワークの安全管理等の観点から、クラブの参加可能年齢を小学4年生
（現3年生）以上とさせていただいております。説明会受講者を対象にクラブの参加申し込みを受け付けま
すので、加入を検討される方は、是非ご出席ください。 
【野外調査見学会】13:00～15:00 
 クラブ（プレ事業の参加メンバー）が行う野外調査を岸から見学いただけます。クラブへの加入を検討さ
れる方は是非こちらもご参加ください。なお、川の中に入る等の調査体験はできませんのであらかじめご了
承ください。また、午前の部の参加者のみを対象としておりますので、午後の部のみの参加はできません。 
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